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研究成果の概要（和文）：　この研究は、徳島市三谷遺跡の発掘調査と、徳島市庄・蔵本遺跡など、既存の縄文
晩期末から弥生前期にかけての調査成果から、当該期におこなわれた農耕の実態とその展開を明らかにするため
に行われた。
　徳島市三谷遺跡は、縄文晩期最終末から弥生前期初頭にかけて、短期間営まれた遺跡である。既存の調査によ
って、開析谷と開析谷へむかう緩斜面が検出され、貝塚やイヌの埋葬、石棒による祭祀の痕跡が認められるな
ど、縄文時代の伝統を色濃く残していた。今回の調査では、微高地上に営まれた三谷遺跡の生活域を明らかにし
た。また、縄文時代の伝統的な集落を展開しながら農耕を開始していた様相を明らかにすることができた。

研究成果の概要（英文）：This study is proved the origin and develop of agriculture from The Later 
Jomon period to The early Yayoi period.We excavated Mitani site for 5 times in Tokushima cIty 
western Japan.Mitani site is central settlement of Tokushima alluvial plain.This site was had short 
term period from Jomon period to The early Yayoi period.Until now, be discovered former river bed 
with shell midden and 7 dog burial, ritual site of stone rod. Namely this site was observed custom 
of Jomon period. This time, we excavated space of dwelling in slight elevation.  Moreover, we proved
 that they begin to produced rice and Setaria italica, Panicum miliaceum.      

研究分野： 日本考古学
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１．研究開始当初の背景 
 近年、レプリカ法などの進展によって、縄
文時代晩期後葉のいわゆる「凸帯文土器」期
には、すでにイネ・アワ・キビなどの生産が
開始されていることがあきらかとなってき
た。弥生時代前期は、灌漑水田稲作経営が中
心的に行われていたことがあきらかとなっ
ているが、縄文時代晩期後葉における農耕の
実態については資料の蓄積が十分ではなく、
判然としなかった。 
 
２．研究の目的 
 今回の研究は、縄文時代晩期後葉に開始さ
れていたという農耕の実態を明らかにする
ためにおこなうものである。イネ・アワ・キ
ビをふくめた作物が、集落内のどのような場
所で生産され、当時の生業や地域社会におい
てどのような位置を占めていたのかを明ら
かにするためにおこなうものである。 
 
３．研究の方法 
 研究代表者のフィールドとする徳島平野
において、縄文時代晩期後葉で、中心的な集
落であったと目されているのが、徳島市南佐
古六番町に位置する三谷遺跡である。幸運に
も土地所有者の方の快諾をえたため、発掘調
査を実施した。三谷遺跡はすでに、1920・21
年と 1990・91 年に調査がおこなわれており、
これらの資料を再検討し、今回の発掘調査成
果とあわせて、縄文時代晩期後葉の農耕の実
態などを明らかにする。加えて、徳島市庄・
蔵本遺跡や南蔵本遺跡、名東遺跡など、県外
の遺跡もふくめて、すでに調査されている、
縄文時代晩期後葉から弥生時代前期前半の
遺跡の情報を再検討し、三谷遺跡との比較検
討をおこなう。 
 
４．研究成果 
（１）三谷遺跡の発掘調査 
 三谷遺跡では、これまでに２次にわたる調
査がおこなわれてきた。1924・25 年には、貝
塚などとともに、縄文土器（アイヌ派）・弥
生土器（固有日本人）、石器（｢大石棒｣２点
など）、丸木舟（実際は流木）などが出土し
ている。また、貝塚や竪穴・石棒などが調査
地南東から北西にかけて展開し、流木が調査
地北東に分布する様相から、開析谷南西側の
岸部が、北西から南東へ向かって展開する様
相が復原されている。 
 1990・91 年には、徳島市教育委員会によっ
て、1924 年より 100m ほど東方に２か所の調
査区（南側：Ⅰ区、北側：Ⅱ区）が設定され
た。眉山麓に相当するⅠ区からは、開析谷が
検出された。Ⅱ区からは、北側調査区外に展
開する微高地から南側の開析谷へ向かう傾
斜地に貝塚が形成され、凸帯文土器と遠賀川
式土器が共伴して出土するなど、多量の遺物
が廃棄されていた。７体にもおよぶイヌの埋
葬や 22 点の石棒、骨角製の玉類、有文精製
土器の出土から、祭祀の場も兼ねていた可能

性が高いと考えられる。外来系の土器や風化
面のあるサヌカイトの大型剥片なども多く
みられ、地域の中心的集落であったとみられ
る。イネが出土し、すでに農耕を開始してい
たことがわかる。貝塚はⅡ区南側のみならず、
東端にもみられることなどから、開析谷は調
査区東側で大きく蛇行し、北東方向に向かっ
ていた可能性が高い。以上は、いずれも開析
谷近辺の低湿地に面した廃棄空間や祭祀空
間であり、微高地上に営まれた生活域や生産
域の様相は明らかではない。そこで、徳島大
学による調査では、微高地や開析谷の位置を
確定することによって、三谷遺跡の景観復原
へむけての情報をえて、可能であれば居住域
や生産域（畠）などを探ろうとするものであ
った。既往の調査成果からみて、開析谷の西
岸が 1924・25 年調査地を北西から南東へと
向かい、東岸が 1990・91 年調査地をかすめ
て北西から南東へ向かっている。すなわち、
埋没開析谷が北東方面から南西方面へと向
かい眉山の山裾で北東方向へ急転して蛇行
している様相を想定できた。調査目的である
微高地の位置は、1990・91 年調査地北側の高
まりに想定できたため、北側の微高地と開析
谷との位置関係把握を第一の目的とした。 
 調査は 2015 年２月から 2016 年９月まで 4
次にわたっておこない、2017 年２月に確認の
ための追加調査をおこなった。トレンチ A〜F
区、F−２区を設定した。 
 A 区の現地表は標高 1.8m ほどである。遺物
の出土は確認できなかった。標高約 0.5m ま
で同じ層が続くことを確認したが、湧水と崩
落が激しいため掘削を断念した。A 区は、開
析谷の中心部に位置したと考えられる。 
 B 区では、標高 1.4m ほどのところで、調査
地西方に位置する微高地から開析谷への落
ち際、すなわち東岸の一部を検出した。開析
谷の大半は弥生時代前期末には埋積したと
考えられるが、一部小規模な流路や凹地とし
て残され、弥生時代中期末・後期には、ほぼ
埋没を終えたと考えられる。低湿地として起
伏はその後も残され、平安・鎌倉期の遺物を
残した包含層が上面に厚く堆積している。 
 C 区の現地表は 1.8m ほどである。標高約
1.5〜1.3mにみられるC−３層は褐色シルト層
である。縄文時代晩期末・弥生時代前期初頭
の土器・石器などの遺物を多量に含む。C−3
層上面より弥生時代前期初頭の土坑 C−SK１
を検出し、壺形土器の出土がみられた。 
 C 区周辺に縄文／弥生移行期の生活域や生
産域の乗る微高地が位置していることは、ほ
ぼ間違いないと考えられたため、弥生前期の
壺を検出した C−SK１（今回の D−SK５）。を取
りまくように、L 字形の D 区を設けた。C−３
層の直下に D−３層（灰黄褐色シルト層）を検
出した。縄文晩期末／弥生前期初頭の遺構、
SK３〜SK７・SX１・SD１を C−３層上面にて、
SK８を D−３層上面にて検出した。なかでも、
調査区南東隅で検出した SX１は、E区でも調
査区北東隅で続きを検出している直径３mほ 



図１.竪穴住居跡 SX1（右上）とその他の遺構 
 
どの浅い円形の遺構である。遺構中央部に炭
化物の集積がみられ、柱穴も検出したため、
竪穴住居跡とみられる（図１）。凸帯文土器
と遠賀川式土器が出土した。ほかに、SK５（C
−SK１）や SK８で、凸帯文土器と遠賀川式土
器の共伴がみられた。以上の成果から、C・D
区周辺に微高地が位置し、SX１の存在から、
生活域の存在があきらかとなった。その後、
E・F区の調査においても同じような様相が追
認された（図２）。また、F−２区においては、
B 区において検出された開析谷の落ち際へむ
かって、C〜F 区の微高地が傾斜する様相を確
認できた。 
 
（２）調査と研究の成果 
 三谷遺跡では、これまで埋没谷や埋没谷に
面した微高地縁辺部の調査がおこなわれて
きた。そこでは貝塚など食物残滓と遺物を廃
棄し、イヌの埋葬や石棒祭祀をおこなった儀
礼空間などが見出されてきた。 
 今回の調査では竪穴住居跡と考えられる
SX１（E−SX１）をはじめとする生活域に属す
る遺構を、地表下約 20cm の標高約 1.6m の微
高地において検出することができた。 
 1924・25 年の調査では、開析谷が北西から
南東へと向かうその西岸肩付近を調査した。
一方の 1990・91 年の調査では、開析谷が北
西から南東へ向かった後、大きく屈曲して北
東方向へ向かう様相をみることができた。こ
れらは、ともに貝塚がみられるとともに、多
量の土器・石器などが廃棄されていることか
ら、1924・25 年調査区の西側と 1990・91 
 

図２.表土直下出土の凸帯文土器（標高 1.6m
の微高地より出土） 

図３.凸帯文土器（左）と遠賀川式土器 
 
年調査区の北側に微高地が存在し、当該期の
生活域・生産域が残されていることが予想さ
れた。今回は、1990・91 年調査区の北側微高
地と埋没谷との位置関係を含むおおよその
地形環境を復原するとともに、はじめて生活
域の様相を明らかにすることができた。さら
に、複数の遺構で、凸帯文土器と遠賀川式土
器双方の出土を確認できた（図３）。 
凸帯文土器と遠賀川式土器の共伴例はあま
り多くないので、貴重な類例になったといえ
る。ただし、期待された生産域（畠跡）の検
出はならなかった。なお、開析谷の対岸
（1924・25 年調査区の西側）にも微高地がみ
られ、貝塚や遺物の出土が確認されているの
で、今後も調査を継続し、縄文／弥生移行期
の集落像復原をめざしたい。 
 三谷遺跡は、石棒の出土数がこれまでに 24
点を数え、今回の調査でも、複数点出土して
いる。石棒祭祀とイネ・アワ・キビの生産が
共存するあり方は、弥生時代への移行を考え
る上で、極めて興味深い事実であると考えら
れる。 
 今回の調査によって、三谷遺跡周辺の縄文
時代晩期末〜弥生時代前期初頭の地形環境
と集落景観を推定復原することが可能とな
った。西日本における沖積平野の縄文時代晩
期の集落景観は十分に解明されているとは
いいがたいので、当該期の地域社会復原に十
分寄与できたと考えられる。また、この直後
に平野を大規模に開発し、灌漑水田稲作経営
を軸とする集落景観へと移行する過程、その
背景となる地形環境史をふくめ、縄文／弥生
移行期の歴史像を復原するのに貢献してい
きたいと思う。 
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